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ジグソー法を通して深める
「情報の科学的な理解」

神奈川県立茅ケ崎西浜高等学校

教諭 鎌田高徳

キーワード【主体性】



私の恩師（関西大学：久保田賢一先生）
の考え

•学習は学習者が

１番責任を負う



今年度からの
神奈川県立茅ケ崎西浜高等学校の研究指定

• 平成28年度国立教育政策研究所教育課程
研究指定校事業（共通教科情報）

（平成26～27年度は茅ケ崎北陵高等学校）

• 県立高校改革（Ⅰ期）指定事業

プログラミング教育研究推進校



国研の研究主題

•共通教科「情報」における、①問題解決的な
学習の指導・評価方法に関する研究

～②題材の工夫を通した、意欲の向上、思考
力・判断力・表現力の育成～



①問題解決的な学習

②【広】

考えを広げる

活動

③【深】

考えを

深める

①【持】

個人の

考えを持つ



②題材の工夫 プログラミングで基数変換

手計算で行う基数変換 →計算手順を細分化 → ドリトル（プログラミング）で表現



課題：２【広】考えを広げるに課題

②【広】

考えを広げる

活動

③【深】

考えを

深める

①【持】

個人の

考えを持つ



CoREFを知っていますか？



ジグソー法はメディアリテラシー、
情報モラルの授業で用いられて
いる実践事例が多い



知識構成型ジグソー法の流れ

授業前に課題に
答えを出してみる

考えるべき課題が何か、それについて
自分が何を知っているか

エキスパート 課題について、少し「伝えられそうなこ
と」を持つ

ジグソー 違う視点を持った人とのやりとりを通じ
て課題について自分の考えを先に進
める

クロストーク 課題について、自分が「良さそうだ」と
思う説明・表現を取り入れる

授業後にもう１度
答えを出してみる

活動を通して自分が「分かってきたこ
と」、「まだ分からないこと」を自覚する





五神学長の伝えたかったこと

（１）ヘッドラインだけでなく、記事の本文も

しっかりと読むべきだ。

（２）海外メディアの報道も見るべきだ。

–日本のメディアとの違いに注目すべきだ。

–世界から日本がどう見られているか意識す
べきだ。



授業前に課題の答えを出してみる



エキスパートA



エキスパートB



エキスパートC



A（現場）・B（新聞）・C（ネット）のシートを持つ人
同士で担当のシートについて学ぶ

A
A

A

C

C

C

B

B

B



シートA・B・Cの３つの
エキスパートになった後
この３名をくっつける

Ａ

現場

Ｂ

新聞

Ｃ

ネット

ジグソー



異なるグループの結論を
発表させ合わせた後で最後の問いに答える

クロストーク
授業後にもう１度答えを出してみる



生徒による答えのまとめ
シートＡ：実際に起こった出来事

• １番情報の伝達が早く、情報量も多く、内容は正確である。

シートＢ：マスメディアによる情報

• 実際に起こった出来事にテレビ局や新聞社の意図が盛り込まれる。

• 情報伝達は少し遅れ、情報量は削られ、内容は比較的正確である。

• プロの手をかけるため情報が伝わりやすいし、読みやすい。

シートＣ：インターネットによる情報

• 発信元が不明瞭な場合が多く、発信者の解釈の仕方の影響が大きい。

• 情報伝達の早さと情報量にバラツキがあり、内容もあまり信頼できない。

• 生徒らにとっては親しみやすく、受け入れられやすい。



他者と一緒に活動する過程で建設的相互作用が起
こる（三宅なほみ,1986）

①課題遂行
「自分の考えを外に出して確認する」
②モニタリング

「他人の言葉や活動を聞いたり見たりしな
がら、自分の考えを組み合わせてよりよ
い考えを作る」



今回は情報の科的な理解

（情報のディジタル化）の単元で

ジグソー法を実施してみた

ねらい

３D動画の仕組みの理解

どのように「色がついて・動いてるように
見え・立体的に見えるか」



授業前に課題の答えを出してみる



情報の科学的な理解を深めるための
ジグソー法で工夫した点

• １つの科学的な理解を段階を踏んで
構成してみた

（カラー画像・動画・立体視）

•実際に作らせてみた



エキスパートA（光の三原色・加法混色）



エキスパートB（残存表現・フレームレート）



エキスパートC（視差・立体視）



A（色）・B（動画）・C（立体視）のシートを持つ人
同士で担当のシートの内容について学ぶ

A
A

A

C

C

C

B

B

B



シートA・B・Cの３つの
エキスパートをくっつける

Ａ

カラー画像

Ｂ

動画

Ｃ

立体

表現

ジグソー



実際の生徒のジグソー



異なるグループの結論を
発表させ合わせた後で最後の問いに答える

クロストーク
授業後にもう１度答えを出してみる



ルーブリックによる評価と結果（１クラスのみ）

思考・判断・表現
C 改善しよう
（２点）

B もう少し改善しよう
（５点）

A イイネ！
(７点)

S 超イイネ！
（10点）

３D動画の
仕組み

すべての仕組み
について記載が
ない。

シートすべての仕組みに
ついて記述がある。

シートすべての仕組みに
ついて記述があり、自分
の言葉で表現できている。

シートすべての仕組みについ
て記述があり、自分の言葉で
表現でき、かつ説得力を持つ
内容が盛り込まれている。
（具体例を挙げている）

評価の結果 ３名 １４名 １１名 ５名



RubricのCとBの評価の内容

C

B



RubricのAとSの評価の内容

A

S



「建設的相互作用」によって
「情報の科学的な理解」は
深まったといえるか？



ルーブリックによる評価と結果（１クラスのみ）

思考・判断・表現
C 改善しよう
（２点）

B もう少し改善しよう
（５点）

A イイネ！
(７点)

S 超イイネ！
（10点）

メディア
リテラシーの
評価結果

１２名 ２１名

３D動画の
仕組みの
評価結果

１７名 １６名



①課題遂行

「自分の考えを外に出して確認する」

②モニタリング

「他人の言葉や活動を聞いたり見たりしながら、
自分の考えを組み合わせてよりよい考えを作る」

→自分の考えを持てたかがBとAの違い



まとめ

•自分の考えをエキスパートで持てないと、
建設的相互作用は生まれない（仕組みの
理解では難易度が高い気がする）

•授業後の課題の答えよりひとつひとつの
仕組み（加法混色・フレームレート・立体
視）を組み合わせて理解できていた

•量的なデータを集計し、実証していく



•学習は学習者が

１番責任を負う
負わせるだけの

準備を教師がしっかりと


